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戦略産業雇用創造プロジェクト 食クラスター「フード塾」事業

北海道 は食産業立国の形成 に向けて、産学官民のオール北海道体制で「食」の高付加

価値化を目指す食 クラスター活動 を展開中です。その活動の一環 としてスター トさせた

人材育成事業が「フー ド塾」。

この「フー ド塾」 は、道内各地域で食 に携 わるキーパーソンにマーケテイング戦略 を

身につけていただ くことによ り、魅力ある商品 (絶 品)の 開発 に取 り組 む とともに、

研修で構築 したネットワークを活用 し、地域のプロジェク トを展開して、「食クラスター

活動」を、今後 よリー層推進 させてい くことを目的 としています。



‐平成26年   クラスターFフー)」 報告会

フー ド塾 (全7轟 聞)

1回 :2014年 9月 l① 藝 う報 轟 本鼈 市

第 2回 :2014年 10月 14轟 ～15憂 東京書[

第 3回 :2⑬ 44年 壻1周 瑶了憂 e10圏 本L幌市

報告舎 (成果発表会)

20理 5年 1月 嘔9轟  札幌市

ヽ

講島1肇 |=全 5約 |二 活躍しているマーケティンタ

や流〕邑 もらづく
',の

スペシャリスト達(バラエ

ティ1こ 冨んだ方リキュラムfr研
4多 は、IL幌と東京

‐
で:≧ 3:]、  言十了日早毎,

2

講萎は聞くだv― でなく、参加型3講師に限らず、

塾生同士

「

フトパイスをしたりされたけする中 〔、

たくさメ.の気づきが生まれていく.

3

絶品づくりの最初は、自社製品の紹介からスター

ト:地域らしさを生かした 1食 1と 作り手の患 t

が次々と菫露される。

4´ 3́

菫生も講師もお互 11真 貪1=講 義や実習、デルー

プ討議を重ねる中で、数多くの戦略やヒント、

ノウメ`■ を学びと.ていく。

9

研修終了後、初めての報告会ι「I肝 1多 が終わ三

でからが本番」と気を引きじめる。

10

東京の111多 では、最4の 生産工場や実験■

言舗など二夫 :こ 満ちた流通現場を祝察 3

11

ヨ本右数の売れている現場を視察した後、どえ

なt,の が、どムな理由で気 i[な ったかを発表 ,

12

女1■ たちの支持を多く集める東京で話題の食事

処で,経営者の話を聞きながうの懇親会 .

13
この場で得られた絆馨将来に続ぃてしヽく6

14
研1多の集大成は自社の強みや課霧を明らかにし、

今後 3か年の計画づくり:=取 り組むこと.最後

に、自らの決意を発表して5吾修が終了する。

15

成果報告会や1期 生との情報交換会、バイヤー

i目 談会など、研1蓼後もフォローアップ ,

∩（
一

2014年度「フード塾J開催概要。スケジュール

「ワー ド塾 J研 修 は、全 3回 ・ 7日 間。

多彩 な講師陣による講義はもとより、首都

圏の先進企業視察や演習、討議のほか、実

際に受講 される塾生ひとりひとりが「 3か

年計画」 を作成するなど非常に実践的な内

容。研修終了後 も、講師陣によるフォロー

が行われます。



9:30‐ 10130 オリニンテーシ議ンi

アー舞多の狙し1とこ勢方、自憂穫fl 橋本仕F―

弩0:30■ 2100 重膏 i

なせ、絶轟マーケテイングなf)か

一この塾の目自も一

お客さまへの「お役立ち競争」というフレースが特に

“

二子かつた.奮毛競争で|ま,け てしまうので、それ

三夕|の 付項価値で勝負できるよう頑張ります。

売り方を考えながら「つくるJ.お客様を「倉iる 」と

いうことの大切さに気づきました。価イ直を明確化 し、

新しいスタイルを作つて、フアンを1営やしたいです。

自社商品はターケツト訴求が足りないから手に取られ

ない。消費者視点で わくわくする製品、感動のある

製品を作りたいと思いました。

2書J高 くてt,、 3割増の1薫値があれは 買つてくれる (

お客i茉から見た価値を表現できるようになりたい
`

i目 包装の需要を改めて認識 t′ ました。消費者ニースを

tノ っかりつかみなから、絶品づくりにとりくみたいです。

ターゲットの違いをしつかり作り、戦う土饉を作るこ

とか大切 1差別化の意味か再認識できて、アプローチ

の仕方が見えてきました。

「モノを売るより理卜を売るJを常に意識して、モノ

づくりに印り鉦もうと思います。

10:43■ 2,10   と演習 :

地域絶品づくりとブルーオーシャン戦略

13:15"14:45  言毒義暑:

営業戦略の実務 一営業強イヒ法5か条一

15:00‐ 16:00 言器 :

東京での視察のポイントと準備

13:0043:30 現場視 オリエンテーシ爵ン:

13:30‐ 輝G:00 現地視 :
最新の流通現場を祝察

16:00‐19:00 重義:

ゲ卦 スピーチ
「地域産轟にもとぬられること」有眼会社良晶二房
「6次産業の取組み実践」    株式会社オハラ
「これからのスーバーマーケツトJ 元ヤオコー常務

三浦功

魂3:00-14:30 最轟 :
マーケテイングの本質とマーケティング戦略 青島弘華

1445轟 6:1事    とi察習 :

地域絶品 マーチヤンダイジンク
ーわかりやすい地域絶品づくりの進め方― 佑竹嘉虜

6ヽ:30‐ 13100 講轟竜璃習 :

我が社の中期マーケティング 3か年計画
一企業分析とSWOT分析―

9:30-10:30      :

「どさんこプラザJの・K/―ケテインク

吉∫il京 二

どさんこブラザ本L幌

鷹長 吉岡史量

青島弘幸

吉lll京 二

橋本性往

佐竹嘉簑

曇
=tこ

ともに、言品たけではなく売り方も変えていか

な:′れ!=ど 要嘗しました。

ハ Iケ ージですし
'ふ

んE「 象が変わるもの,「 この音

長!Iなぜ売れてし`るのかJ、 日頃から疑問を持つて

行動したt三思
'ま

す。

規雀■二こモ薫事1列 うう、すごく参考になりました,農

百二連■■穴ずさに気つかされ雲した。

白駆典子

小恵繁

大塚明



3:33-15:00

|

|

現地視察:

最新の/t産現場および流通現場を視察 佐竹嘉廣 橋本佳往

15:00-16100  量尋義 :

視察の感想および意見交換 佐竹嘉廣

16:3048:30 ゲJレ ープ討議 ]

SWOT分析事例研究と個別指導 講師全員

ラ,00-10130  冨講  i

チ f‐ネル戦略 -1面値儀違と価 i直創造のチヤネルー  三 i爾功

社員からの提案カー ドは、参考になりました。早速、

当社でも実施してみました。

塾生それぞれ視点が違い、様々な見方を聞いて勉強に

なりました。他社が抱える問題点や解決策を、自社に

置き換えて考えることができました。

需要の創造がヒツト商品を生み出す重要なポイン ト。

変化からニーズを見つける大切さに気づきました。

加工先を視察し、自信を持つて「安全・安心」を伝え

たい。「見えない所も手を抜かない」加工業者と共に、

良しヽ商品作りをしていきたいです。

小さくても自分のチヤネルを持ちたい。直接、お客様

に対応 lノ ているスタツフと意見交換しなければ.

SNS活 用の具体的実例は、大変勉強になりました。

自分が時代に取り残されてし`る事を痛感しました。

10JO-12:10 講義 ]

SNSの有効活用

ソーシャリレメディアコンサルタント

末広栄二

13:00‐ 14:30 講義 :

食品卸から見た地域食品への期待

国分株式会社

鉄黙康司

14:45‐ 16115 轟 :

品質管理の重要性
―食の安心 '安全性への取組赤―

太子食晶工業株式会社
工藤卓男

16120‐ 17ЮO 宿題解説 :

3か年計画づくり説明 吉川京二

12:3043:30 講轟:

ヒットの,去則
一売れるためのビジュアル戦略―

13:45‐ 15:45 グループ討議/事例 :

地域絶品マーケテイング3か年計画の検討会議

村澤規子

女性は買うこと自体を楽じむ。デザイン=お見合い。

どんな商品を作ればしヽいか、良い勉強になりました。

人に語けたくなる商品つく嗜が基本.ヒ ットの法則を

自社製品に照らし合わせてみようと思います。

正直言つて、先生方かこれだけ親身になつて教えてく

たさるとは思つていませんでした。貴重な学びの場を

与えてくださり、本当にありがとうごさいました。

参加すんたびに目から鱗が落ちるのがよく感じられ、

自身の事業に対する姿勢も変わつたと感謝してもヽます。

講師全員

16:00-21:00 1国人作業と個別指導 ]

地域絶品マーケテイング おか年計画作成

修Tレポート発表と講評

講師全員

講師全員

14:0045100 特lllス ピーチ:

「フード塾から1年 J 1期生代表

,:争 |^14100  義 :

15130～ 修了戎 :

修了証授与、贈る言葉

新しい考え方や他者とのデイスカッション、多1度 にわ

たる視点や着眼点の発見があり、大変充実した塾てした。

ここで学んだことを礎とし、今後に繋けでし`きます。



2014年 1曜 肩奮3日 (火 〕
平成26年  食クラスター「フード 』報告会

癬2014年度の「フード塾」!ま 開催2期目。1期修了生の声を反映し、品質管理を

重点テーマとした現地視察を力国えたり、グループ討議の時間を長くしたり、より

充実を図つたブログラムとなった。

金修了生1静 期、2期あわせて総勢40名。その交流の場も設け71‐ れ、北海道知事、

そして「フード塾」を共催し会場提供など多くのご協力をいただいた北洋銀行頭

取を囲んで、1期生&2靭生たちとの記念撮影を行つた。

金研修の最終日、1多 了証の授与を前に、先輩たちによる「フード塾から1年Jと

題した特別スピーチが行われた。「フード塾」で得られた「気づき」を、現場に持

ち返つて、どのように具体的にカタチにしていつたかの成果披露,1期生と2期生、

貴重な情報交換の場となつた。

金写真は左‐余湖さん (余湘農曰)、 右上 伊議さん (山本忠信商店 )、 右中 坂井

さん (北海道コスメ協会)、 右下 関根さん (わ らく堂)

]

0フード塾も2年目。修了生同士のりL/― シヨンが築かれ、コラボ商品も続々と生まれつつある。

1観  (有 )渋圏産業 渋圏さん

X l期  (株)ノ ーステック 橋本さん

「蝦夷まいたけ」「道南しいたけJ、 日本最大級の大豆

「たま′3、 くら」「雪の下人参」を使用した「炊き込みご

飯の素」を委託して商品イヒ。

, |■ 1 '‐ ■ ■ ||■ ■    |

1期  (有 )余趨農園 余湖さん

X l期  (株ドiんま 轟騒さん

余湖農園の調理用 力]工用トマトのジヤムや′t― スト

を利用ιノた「どら焼きJや「クツキー」を、商品化 :こ 向

けて試作中。

2期 オホーツク美幌食晶(株)圏蠅さん

X P期  美唄市農業協同組合 藤囲さん

こだわりの山わさび商品「北海道発ごはんのおともJ

シリーズの「維節おかかJ「がごめ昆布Jの 2品に、

「美唄のでしごと醤油Jを使用ぅ

2期  (株)MOVE 蒙澤さん

X l期  :稼 )曲 本忠信商店 伊藤さん

山本忠信商「.・ の亜鉛大豆を、MOV[の特殊技術で

熱を加えず、生のまま粉にして道産小麦麺に混ぜ込

んだ、ラーメン用の麺 F亜鉛大豆麺」を開発中。

2期 鳥越漁業 (株)鳥 越さん

X l期  (株 )山本忠信商店 伊藤さん

山本忠信商店の亜鉛大豆と鳥越漁業の北寄員を使つ

て「北寄員と大豆入リチャウダー」をつくり、イベント

に出品。素材の魅力をアビール.

9月 には同窓会幹事の呼びかけで、余湖農園にて調

理用トマトの収穫体験。体験後のパーベキューも盛

り上がりを見せた,

他にも、1期 江別製粉 :株〕彙|口 さんXl期 (株 )白

糠酪恵舎 井ノロさんが、台湾に「北海道産ビザ」を

売り込みに行くなど、各所で連携の動きが見られる。



1警 三年 1斉 19驀 1現 〕

警2■月を経て、修了生達が再集結。絶品づくりに向けて、それ‐~れか「フート塾」後の進多状況の報告や社内の反応を 金成果報告会は、北海道が主催する全国の

議りあつた後 講暮Tた ちの熱心な、そt/て具体的なアドバイヌが贈られた`                     ブ`イヤー這による商談会&食のアドバイザー

達 i■よる相議会と告七て開催
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一一

一

一
一， 一一
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．ヽ一
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＾

=,ら
三浦 功氏、佐竹 嘉虜氏、百1i:

● 三浦 功 (み うら いさお )

距,36年 高知県生まれ,青山学院大学卒業後、

■日経映画社、簡日本リサーチセンターを程

て、1964年流通問題研究協会の創立
'こ

参画.

弓協会専務理事、会長を経て、20軍 年から理

事相談役。薔本マーケテイング塾取講後。主な

著書に「顧客篤1造の経営:「 弱本の心かマーケ

ティングを変える (共著)等かある。

●青島 弘幸 (あおしまひろゆき)

19辱3年東京都生まれ.嗜 977年慶さ義塾大学

卒業後、パ・イオニア‖入社.同社のマーケティ

ング、商品企画、l・

~規
事業開発業務 :こ 従事

`

2008年倉

`発

_lンサJシティンクを言せ妾 t/、 lt表

:こ就任.ビジネスコンサルタントとして、手事業

新商品開発やマーケテインク支考を推進中

日本マーケテイング塾取i市役、■小企業言ク断

士。著書に[ブ ルー・オーシヤンま培分ノボか

よへ・くわかる本 |

● 佐 竹 嘉 廣 (さ たけ よしひろ)

1,38=宮 城県生まれ.東海大学卒業後コン

ピ三ニンスストアサンクスに入社っ業界初の

チル■米飯の企画書発、よさこいソーラン弁当、

カップを再など門発。平成聾9年フーード企画コ

ンサルタント合同会社腐龍を設立。森永製菓、

ニチレイフーズ、J二 畠良野カレーなど食のフ

ロデュースから商品企画開発、市場化への卜,一

タルサオi― 卜業務を手議「けてしヽる。

● 橋 本 佳 往 (は しもと よしおう)

1953年石ll県生まれ。1976年金沢大学法文

学部哲学科心理学専攻を卒業後、構リクルート

センター {現リクルートホールディングス)入社

広告事業部門、組織活性化事業部門等を経て

、1989年 リクルート退社。企画開発会社、コン

サルタント会社 :T企業等を経て.2009年 壮

鋼法人流通問題研究協会常務理事に就 1壬 :

2010年 5月 専務理事.現在に至る。(財 )いし

かれ晨業人材機構6次化産業研1多講師。

● 吉川 京二 (きつかわ きょうじ)

1945年広島県生まれ,1963年 山口大学卒業

後、標プリヂストンに入社 ,支店を経て、タイヤ

館業態開発、プリヂストンFVSi様 、コタビット事

業吉「長、プリヂストン東北支店長兼北海道支店

長を歴任.2001年 同社を退社し、樹ケーズマー

ケティングを設立.マーケティンタ、チャネル戦

略構築、経営システム、FC事業サホートコンサ

ルティングなとを行う。

●村澤 規子 (むらさわ のりこ)

北海道バリュースコーフ(株 )「 ぐうた0北海

道」編集長.日 本大学芸術学部放送学科1却本

コース卒業.元「北海道じゃらん」冨J編集長で、

北海道の食と観光をテーマにt′た記事を多数、

手韓卜けている 「宣伝会議」i[′ 幌校の編集 ラ

イター養成講座を担当、札幌商二会議所付属

専F号 学校北海道観光学科「|ヒ海道の食文化J

「北海道の土産J講自1や「、りR北海道オリジナル

駅弁J審査員等の経験もあけ。

京二氏 吉:llた竹両氏の共著
=る

さとかデ
=気

になれる「地域絶品●キ」Jのすすめ_で「フード塾」の活動を紹介.



戦略産業雇用創造プロジェクト

2014    クラスタ…Fフード J(Ⅲ }   了

泉澤 章彦

井上 嘉明

小笠原 敏文

海東 日1哲

金子 和史

小飼 由紀子

彰原 博幸

曽賀 玄i需

田中 1専

口,田  1多

鳥越 浩―

月展吉5  真:ケ

平|1 登美推

平崎 徹

碁沢 和恵

藤議 主里性

船場 英雄

松枝 洋子

松本 康宏

道場 真―

宮原 ―馬

,`以上、二十音順

オi′ 幌市

下III町

江差町

留萌市

札幌市

札幌市

北見市

苫小牧市

帯広市

美幌町

苫小牧市

メ`雲曰T

二中町

II風 寝晏ヨI

石狩市

美唄市

京極日I

北広島吉

豊富質I

鹿青I嬌「

西饉市

株式会社 MOVE イt表取締役

下II手延べ麺振興会

株式会社 五勝手屋本舗 専務取締役

NPO法人 留萌観光協会 事務局長

有限会社 サン■―農産 代表取締役

株式会社 カネキ|」 颯司商店

ホクレン農業協同組合違合会 北■.支所 青果課 課長

株式会社 苫食 取締役 総務者「長

じストロコムニ 店長

オホーツク姜幌食品 株式会社 営業部長

島越漁業 株式会社 代表取締役

服吉E醸造 株式会社 営業部広報課 マネージャー

マルキ平|1水 産 株式会社 代表取締役

株式会社 羊口寒シーズ 代表取締役

山加製粉 株式会社 代表取締役

美唄市農議協同組合 農業振興部 企画4目 識課

有限会社 ら、なな農場 代表取締役

北海道はまなす食品 株式会社 運営企画管理室 マネージャー

稗式会社 ||1島 旅館 代表取締役

株式会社 丸鮮通場水産 専務取締役

株式会社 ヤマサ宮原 代表取締役専務

<間 合・
t■ >

戟j8三 キ運用息J造

*北
海道

北海道経済妾「食間違産業室 食クテスターグループ

〒060-85辱8 オし崚市申央区1ヒ 3条西6丁 目

TEL 011-204-5979 FAX 011-232-8860


